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Effects of ReducedIrradiance on Growth and Flowerlng・ 
of Amaryllis（ガわpeαS£㍗比m Xゐッわ㍗£血m） 

ShikanoriMATSUDA and HiroshiOKUBO 

Laboratory of Horticu旺uralScience，Division of AgTricultul・alBotany， 

DepaI・tmerlt Or Plan8Resou工・CeS，Faculty or AgricL11ttlre， 
‡くyushlユUniversity，Fukuolは812－S581，Japan 

に，栽増の指針として，あまり嘱すぎるような条件下 
i二j での栽培は避けるべきであることが述べられている程 

アマリリス（ガわpeαぶ£r㍑m Xわ血城山m）はヒ 度である（Vijverberg・，1981）． 

ガンバナ科の鱗茎球根植物で，中南米の熱輝から亜熱 そこで本研究では，遮光処理が生育開花におよぼす 

澤地域にかけて原生する約70樵の勒βeαぶ£「乙↓Jれ偶の 影響を調教し，開花遅延ならびに不問花の要因につい 


うち，数橡が交配されて成立した園芸種である（塚本 て検討した． 


ら．1989）．熟澤原産であるアマリリスは．過当な温 材料および方法 

度と水分のある両党の環境条件下では1年をとおして 


生育を続け（Rees．1972）．花芽分化および開花には 砂を培地とした直径25cmの素焼き鉢に仁球ずつ植 


低温や高温といった特別な温度条件を必要としない え，九州大学学内圃場において屋外で栽培を続けてい 


（Blaauw，1931）．アマリリスを温滞地域で栽培する るアマリリス（ガ£ppeαぶ£㍗昆m X／iツむri血m）品種 


場合は通常容殖えとし，初夏に開花させる．開花後は Apple Blossomを供試した．1999年7月より白寒 


秋期まで生育させ，10月から11月に球根を掘り上げて 冷紗1枚，異寒冷紗1枚もしくは2枚でトンネル掛け 


象温で貯蔵する．冬季にほ露地では地上部は枯死し， して得た，自然光の0（無紋穫），27ふ 46．3および 


生長は停止したままである．温帯のなかでも，福岡の 62．1％遮光下で栽培した．撒水は適宜おこない．施肥 


ように冬季の寒さがさほど強くない地域では球根を掘 には緩効櫻憫灘灘料，ハイコントロール16－5－10（旭 


りあげる必要はなく．地中に据え償いたままでも十分 化成）を使用した． 


に越冬する． 第1花の開花をもって開花日とし，開花巨lにおける 


…般に球根細物は耐陰性に優れることが知られてい 花茎養および最大寮長を測定した．開花個体を花・花 

る．しかしながら，これまでの観察によると，他の樹 茎，発，鱗茎および根に切り分け，それぞれの生体蒐 

木等の下でE＝姶になる場所に生育するアマリリスは， を測定した．その後，それぞれを80℃で十分に乾燥し． 

ほとんど冒険にならない場所に生育するアマリリスに 舵物蕊を測産した，生育調査には1処理区25個体を， 

比べ，開花が遅れ，場合によっては不開花をおこすよ また，生体濃および乾物蒐の測定には各処理区とも開 

うである，アマリリスの生育開花におよぼす温度の影 花した3個体を供試した． 


響については許しく調べられている（居城・尾形， 


1991，1992）が，もう・・・｝〟方の盛婁な環境賽瀾である光 
結果および考察 


の影響についての詳細な報告は見あたらない．わずか 開花率は27，5および46．3％遮光処瀾で蔑も高く．無 
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遮光処理がこれに次いだが，62．1％遮光処坦】！では非常 

に低くなった（第】衆〉．開花日は極遮光処芦‡麦で敢も 

早く，遮光凝磯が進むにつれて遅れた．62．1％逆光処 

理と無遮光処理との開花‖の差は日日であった．弱い 

光のもとでは，不問花がおこりやすく，開花したとし 

ても開花が遅れることが明らかになった．開花時の花 

茎艮ほ27．5％遮光処理で擬も薫く．62．1％遮光処理で
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最も飽かったが，その差は約7cmであった．】一山方， 

葉の長さは遮光程度が進むにつれて長くなり，62．1％ 

遮光処理では約33crllとなり，無遮光処理よりも10 

cm良くなった． 

柚物体全体の生体濃は遮光程度が増加するにしたがっ 

て減少し，もっとも【断－62．1％遮光処動こおいて無処 

理の86．5％であった（第1軋ヒ）．部位別にみると， 

花・花嵐鱗茎および根のいずれの器官においても同 

様に減少したが，嚢だ桝ま逆に晒さが増すにしたがっ 

て増加した．全体の乾物濃は27．5％遮光処灘でもっと 

も増加し．鯉処理Ⅵ約1．25倍であった（節1図下）． 

46．3および62．1％遮光処遇では無処理よりも減少した 

が，両処理閲の差ほなかった．花・花茎の乾物韮は遮 

光程度が増すにつれて減少したが，根の乾物及はほと 

んど変化がなかった．鱗茎の紀物濃は27．5％処理でもっ 

とも増加し，対照区の1．6倍となったが，遮光程度が 

さらに増すと減少し，62．19ら遮光処動こおける乾物蕊 

は無処潮匿それに比べ約72％であった．－→九 葉の乾 

物盈は遮光程度が大きくなるにつれて増加し，鯉処理 

の2．6倦までに増加した． 

生体亜および乾物蕊の各器官への分配率をみると， 

花・花茎の生体蕊の比率は処葦鋸こよる差はほとんど見 

られなかったが，乾物盈でみると遮光により減少した 

（節2図）．葉は62．1％遮光処理により生体盛で約2低 

乾物蕊で2．5倍に増加した．逆に，鱗茎は生体亜では 

同処理により約10％減少し，乾物亜でほ20％減少した． 

100 

Fig．1．Err¢CtS Or reducedi汀adiance on 
rresllalld dry welgllt aL an抽esis． 

根の生体蕊の割合は17．5および46．3％遮光では変化が 

なかったが，62．1％遮光で減少した．しかし，乾物義 

の比率は∠ま6．3およぴ62．ユ％遮光で逆に増加した． 

以上のことから，光の愈が少なくなると植物体は小 

さくなるが，薬の生長は促進され，逆に，鱗茎への貯 

蔵嚢分の蓄積が少なくなることが明らかになった．し 

たがって，それによって鱗茎の貯蔵餐分を消費しなが 

ら鱗茎内で進むと考えられる花芽の発達が抑制憧れ， 
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Fig．2．ErrQCtS Or redしICedil－radiance on 

rres】1alld dry maLter distribuもiol－

aとant】1（うSis． 

開花の遅れおよび開花時の減少がおこることが示唆さ 

れた． 

鱗茎球根柏物の染渡におよぼす光巌の影轡をみた研 

究は少なく，本研究でとり上げたアマリリスについて 

はまったく見あたらない．鰐地裁魔のチエwリップで 

は光蕊を減らすと球根の収盈ほ減るが，薬および花茎 

の乾物蕊は影響を受けず，また，花茎艮ほ逆に長くな 

ることが報告されている（＼Vassinlく，1965）．山方， 

Miller alldLangha11S（1989）は，温遵で育てたテッ 

ポウユリでほ，花芽形成後に遮光処遡及すると，1） 

全乾物発は減少する，2）母球の乾物の消耗率ほ影響 

を受けないが，子球の貯蔵物質の減少ほ促進される， 

3）花芽および開花した花の絃物盈は遮光程度が進む 

につれて減少する，4）85％遮光により，植え付けた 

・母球の政径が17．5cITlのときほ63％の不問花，20cm 

のときほ12％の不開花がおこることを報そをしている． 

しかしながら，本研究でみられたような，薬の生体蔑 

ならびに乾物蕊が遮光裸魔の増加につれて増加すると 

いうことはいずれの報告においてもなされていない． 

これら2種は前者はアヤメ科，後者はユリ科で，ア 

マリリスと科が異なってはいるが，ともに鱗茎球根で 

ある．しかしながら，同じ鱗茎でも，その形態的構遇 

と世代交代の様式は異なっている，すなわち，チエー 

リップは晦年母球が消滅し，かわって緋球が形成され 

る更新型の有皮鱗茎で．テッポウユリは非更新灘でほ 

あるが鰊皮鱗茎である．したがって，チエ・脚リップで 

は紫および花茎の生養に婆蟹やされたエネルギ・一はすべ 

て母球から供給されるため，光の影響を受けないが， 

更新される新球は葉の光合成動こ依存することから光 

駿を減らすと球状の版数が減少したのであろう．また， 

テッポウユリは非更新後㌢ごあるので，紫をつけた花茎 

と形成される予牒服瀬仁一世代の主芽と側芽との関係に 

あり，光の影響が葉をとおして子球の生凝におよんだ 

が．前年以前に形成されている母球ほ嘉…茎轡を受けなかっ 

たと考えられる．十九 アマリリスは非更新型の粛磯 

鱗茎で，しかも，いったん紬糾した薬の基部が肥厚す 

るタイプの鱗茎である．チエ…リップおよびチッ；jぞウ 

ユリの鱗茎がともに葉芽が発となって展開せずに葉の 

変形として発達した鱗片からのみなる点で興なってい 

る．すなわち，アマリリスでは地上部に頼ている葉は 

地下郎の鱗茎のカ→那と同一器官であるが，チューリッ 

プおよびテッポウユリの地上部の寒は花茎とつながっ 

ていて．新たに形成される子球ほ側狛こあたる．さら 

にアマリリスでは，剛青ま捌こ地上部に紺漉している塞 

と花・花茎はその際代が異なっている．アマリリスで 

は同じ世代に属する花芽ほ4枚の紫の展開に続いて分 

化するが，基の発達に対して分化した花芽の発達は著 

しく遅く，iつの花芽が分化してから完成するまでに 

その花芽の内側には8枚の乳 すなわち2・掛代分の襲 

および花芽がすでに分化している（剛lヨ・th川札1953）． 

この後，完成された花芽の仲良とその花芽の内側のす 

でに分化している8枚をはさんで，9枚‡引に分化した 

葉の伸長とがほぼ同時，あるいは塞のほうがやや早く 

球根の外に出現するために，花芽と寒に2槻≠溺の差 

が維持されたまま出潜と出発が起こる．したがって． 

本研究における遮光処灘烏光処理を受車ている葉より 

も2傲代前に分化した花芽の開花におよぼす影響をみ 

ていることになる．アマリリスでは紫の分化とそれに 

続く花芽の分化は適当な温度条件下であれば連続して 

おこることから，遮光による開花抑制は花芽分化その 

ものではなく，花芽分化後の花芽の発達に彫瀾をおよ 

ぼしていると考えられる．山方，チェ…リップおよび 

テッポウユリともに，同一一時期に出ている葉と花は同 

・槻代の番個であり，このような形態的ならびに生態 

的相違が同じ鱗茎琢磯であっても，これまでの報告と 

異なった反応を示したものと考えられる． 

秋澤原産とほいえ，アマリリスでほ高温により花芽 

の発育不全がおこりやすいことが報告されている（屠 
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Summary 

Effects of reduced irradiance on growth and flowering of amaryl l is  ( H i p p ~ a s t r u m  X 

hybridurn cv. Apple Blossom) were examined. Low irradiance delayed flowering and 
reduced flowering rate, whereas the leaves were long. Measurement of fresh and dry 
weight of the flowers and scape, leaves, bulb and roots and their disLribution to each 
organ suggested that the dry matter accumulation in the bulb is  suppressed by low 
irradiance, subsequently it causes the abortion of flower buds o r  inhibition of flower 
bud developme~lt inside the bulb. 


